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～文明のターニングポイントで、人類社会存続のメカニズムを解き明かす～
＜研究概要＞
鉄の実用化によって人類社会は飛躍的に進歩したと考えられてきましたが、技術の起源や伴う
社会変化、背景とされる環境変化には不明点が残されています。そこで、地表探査や非破壊分
析の技術を高精度化し、最古の鉄製品の発見と技術復元に挑みます。また、当時の環境変化と
人類の行動変化・技術選択の変化をフィールド・プロジェクトで明らかにします。文明のター
ニングポイントについて、技術、環境、社会のインタラクションを⾧期スパンで解明すること
で、人類社会を今に至らしめているメカニズムについて新たなパラダイムを構築します。
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